






要約:先天性甲状腺機能低下症(クレチン症)をマススクリーニングで検出する一方法とし

て、我々は新生児の濾紙血中の FT4 測定する方法を開発検討してきた。さてマススクリー

ニングにおけるカットオフの方法には、①濃度を用いた絶対値法、②測定内における順位

を用いるノンパラメトリック法(パーセンタイル法)が用いられ、また③測定内で得られた

平均値、標準偏差を用いたパラメトリック法も考えられる。しがしながら、FT4 では標準

血液濾紙の調製が困難であり、パーセンタイル法では 1回の測定に低体重児が多く含まれ

ている場合クレチン症による低値を見過ごす可能性があり、パラメトリック法では測定内

にある異常値検体によって影響を受けるなどの欠点があった。そこで、今回は同一測定内

で得られた他の正常新生児群のデータを用いてカットオフ値を決める方法を考案し、その

有用性を検討した。


